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疫学研究・臨床研究に関する情報の公開について

研究課題名

経尿道的膀肌腫瘍切除術における 5‐アミノレブリン酸内服下光力学的診断併用時の循環動態に関する研究

研究計画

(1)背景・意義

経尿道的膀脱腫瘍切除術 (TUR―BT)に 5-ア ミノレブリン酸内服下光力学的診断 (5‐AI五‐PDD)を併用す
ると病変の検出率が向上するとい うとい う利点があります。当院でも開始されて 2年程にな ります。副作用
には、肝機能障害や 日光過敏症等に加えて、一時的に低血圧になる場合があることが分かつて来ま した。低

血圧の程度や頻度および関連因子に関する報告は、まだ多くはありません。追加の情報が求められています。

(2)目 自勺

5-ALA‐ PDD併 用 TUR‐BT時の周術期情報を統計学的に角早析・評価し、より安全で円滑な周術期管理に役立て
ることが目的です。また得られた結果は、医学向上に広く役立たせるために、学会などで発表する予定です。

(3)方法

2018年 1月 1日 から2020年 5月 31日 までに当院で施行された TUR BT症例を対象に、後向き調査をおこない
ます。周術期情報をカルテから収集し、5 ALA― PDD併用 (ALA群 )と 5 ALA― PDD非併用 (非 ALA群 )の 2群間で、
周術期の循環動態や関連因子について統計学的に比較検討します。

個人情報の取り扱い

本研究の目的を達成するために必要な範囲を超えて診療録からの個人情報を取り扱いません。また、得られた情報
は個人が特定されないように匿名化した上で、細心の注意を払い安全に管理します。
なお、本研究により得られる研究結果は個人が特定されることはない形でまとめます.

連絡先

東京警察病院 麻酔科

春山直子、紫藤明美、赤坂徳子、野本万祐了‐、安部彩子、小安永佳乃、高田純子、小池由美子、稲野千明


